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■解決策 

農業機械のレンタルサービスを普及する 

■課題 

農家の経営費用の負担軽減 

■現状 1 農業に関するお金               ■現状 2 石川県の農家 

日本の平均年収の約 416 万円に対し、 

農家の平均年収は約 456 万円 

  

石川県の農家の収入は、 

300 万円未満が 40％ 

300 万円～500 万円未満が 23％ 

 

 

平均年収より低い、または、 

平均年収とほぼ同じ程度の人が 

過半数を占めている 

 

 

 

 

※農業就業人口のうち、普段の仕事として 

主に自営農業に従事している者 

●なぜ農業は嫌なのか？

・収入が安定しない 

（売り上げ、気候の影響）

・農業への投資額が高い 

（機械、肥料など） 

若者の農業離れ 

高齢化  

費用は 

300 万～800 万円ほど 

基幹的農業従事者数も減少 

・65 歳未満が 10 年で 60％に 

・65 歳以上の割合が 75％に 

 

農業従事者の大部分を占める 

高齢者の引退により、農地の 

維持管理に支障が出る恐れ 

総農家戸数は 10 年間で 

約 1 万戸減少  

※ 

■効果 

➊の場合 

・農業機器のレンタルサービスによって農家の設備投資が 

減り、農家の負担を減らすことができる。 

➋の場合 

＜農業機械を借りたい人＞ 

・買うよりも安く借りることができる 

 （機械を購入するとなると、非常に高額な費用が掛かる） 

・メンテナンスやそのための費用が不要になる 

・置き場所に困らない 

 （必要な時だけ借りることができる） 

＜農業機械を貸したい人＞ 

・貸し出すたびにレンタル収入が入る 

・メンテナンスが不要になる 

 

 

 

           

■具体的内容 

➊市や町などが農業機械を買い取り、貸出 

   

 

 

 

 

 

 

 

➋農業機械レンタルマッチングサービス 
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若者の就農、農地の維持管理の継続

が可能となり農地の保全につながる

➊と➋から 

⑴ 
 

⑷ 
 

⑶ 

⑵ 

 

農業機械を
借りたい人

農業機械を
貸したい人

市や町
など

仲介、メンテナンス

レンタル料 使用料

農業機械 農業機械

 

市や町
など

農業機械 農業機械を借りたい人

負担が小さくなる‼操作方法などについて
の講習会を行う

貸し出し


